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分配金のお知らせ （決算日：2024年11月11日）

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

「いちよし・グローバル好配当戦略ファンド(年6回決算型)（愛称：ミズナラ）」は、2024年6月26日に運用を

開始し、11月11日の決算で以下の通り分配金（初回）のお支払いを決定しましたので、お知らせいたします。

「ミズナラ」は、皆さまの中長期的な資産の成長と安定収益の獲得をお手伝いできるよう、値上がり益の獲得と

配当収益の確保を目指した運用を行って参ります。

今後とも引き続き、「ミズナラ」をご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

基準価額と分配金 （20２４年11月11日時点）

基準価額（1万口当たり、分配落ち後） 10,154円

分配金（1万口当たり、税引前） 3０円

純資産総額 117.9億円

※基準価額、基準価額（税引前分配金再投資）は信託報酬控除後のもので、1万口当たりで表示しています。

当ファンドの基準価額と純資産総額の推移

期間：202４年6月２6日（設定日）～2024年11月11日、日次

※分配金額は、収益分配方針に基づいて委託会社が決定します。
※将来の分配金の支払いおよびその金額について、示唆・保証するものではありません。
※分配対象額が少額の場合などには、分配を行わないことがあります。また、分配金の一部又は全てが元本の一部払い戻し
に相当する場合があります。

※上記は過去の実績であり、将来の動向を示唆・保証するものではありません。
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※上記は過去の実績であり、将来の動向を示唆・保証するものではありません。

設定来の市場環境と当ファンドの運用実績 （2024年6月26日～2024年11月１１日）

※当ファンドの騰落率は基準価額（税引前分配金再投資）を元に算出しており、実際の投資家利回りとは異なります。
※各組入投資信託証券のデータは、当ファンドの基準価額に対応する日に調整しています。
※世界不動産関連（REITおよび不動産関連株式）：「ウエリントン・グローバル・プロパティ・ファンド (JPY Sクラス－四半期配当 ヘッジなし）」
世界株式：「ウエリントン・グローバル・クオリティ・バリュー・ファンド（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし）」
日本株式「いちよし日本好配当株ファンド（適格機関投資家専用）」

当ファンドの設定日（２０２４年6月26日）から7月中旬にかけては、内外株式市場は堅調に推移しました。

7月中旬以降は、米大統領選をめぐる不透明感や米国による対中半導体輸出規制への懸念などから、8月

月初にかけて株式市場は世界的に下落しました。また、日本株式市場は、世界株式の下落に加え、日銀が

利上げを決定し、植田総裁が追加利上げに前向きな姿勢を示したことなどを受け、8月2日から5日に

かけて円高と株安が急速に進みました。

以降は、米国の9月利下げ開始への期待や、堅調な米経済指標が発表されたことに加え、中国が発表した

景気刺激策などが好感されたことから、世界株式市場は堅調に推移しました。１１月5日（現地）の米国

大統領選挙でトランプ氏の事実上の当選が決定し、株価は一段と上昇しました。日本株式市場は、9月下旬

までは世界株式市場と同様に堅調に推移したものの、自民党総裁選（9月２７日）で、財政規律重視の政策を

主張する石破氏が新総裁に選出されたことや、衆議院選（10月27日）で与党自民党が苦戦するとの見方が

広がったことから、新政権下での政策に対する不透明感が強まり、方向感に乏しい展開となりました。

為替市場では、米国の利下げ観測などを背景に７月中旬から9月中旬にかけて円高・米ドル安が進みました

が、その後は、米経済の底堅さを背景に米金利が上昇に転じたことで円安・米ドル高に転じました。

こうした市場環境下、当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は設定来で約+1.8％上昇しました。

米国の金利低下が好感されたことなどから世界不動産関連（REITおよび不動産関連株式）が上昇し、

パフォーマンスにプラス寄与した一方、世界株式の小幅な下落と日本株式の下落がパフォーマンスに

マイナス寄与しました。

当ファンドと組入投資信託証券のパフォーマンス

期間：202４年6月２6日（設定日）（世界不動産関連、世界株式は6月28日）～2024年11月１１日、日次
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今後の見通しと運用方針

世界不動産関連 （REITおよび不動産関連株式）

世界株式

日本株式

FRB（米連邦準備制度理事会）は9月に利下げを実施しましたが、利下げによる欧米経済への影響や、中国

の景気動向の行方、緊迫する中東情勢を巡り、年末にかけて市場の変動性が高い状況が続くと予想して

います。また、失業率の大幅な上昇や、金融環境の大幅な悪化を伴うような景気の急速な悪化が起こり

うるか否かを判断する上で、米国の選挙の動向を注視しています。

こうした中、当戦略では、現在、金融関連のほか、消費関連、商業用不動産、公益事業、天然ガス資産を持つ

エネルギー企業などへの投資機会に着目しています。

引き続き、当戦略では、長期的な視点に基づき、株価の割安度、配当の持続可能性および企業の

レジリエンス（逆境への耐性や回復力）に着目した運用を行って参ります。

過去の実績において、REITのパフォーマンスは、物価の上昇（インフレ）が加速する時期においては

まちまちですが、経済が緩やかな成長に留まっている時期に良好なパフォーマンスを示す傾向に

あります。また、米国の大統領選挙の結果は、今後の経済成長とインフレの動向に大きな影響を与えると

見ており、選挙後の政策動向を注視しています。

こうした中、当戦略では、データセンター、宿泊施設、高齢者住宅など、インフレ率を上回って収益が成長

していくと期待する業種を重視しています。また、国・地域別の配分では、政治的に安定していると考える

国・地域を選好しています。

自民党の政権基盤の脆弱さや個別の政策に対する実現の可否に対して株式市場は疑問視しており、不安が

解消されるにはコンセンサスを得るためにしばらくの時間を要すると見られます。為替の変動などから、

日本株式市場の変動率も上昇する可能性はありますが、企業のファンダメンタルズが大幅に悪化するとは

見込んでおらず、徐々に株式市場は回復すると見込んでいます。

引き続き利益成長見通しや株主還元方針などの変化により銘柄入替えは随時行いますが、今後も

ファンダメンタルズが良好で、市場平均よりも高い予想配当利回りが見込まれる銘柄への投資を行う方針

です。

※上記は、当ファンドの主要投資対象である投資信託証券のうち、世界不動産関連および世界株式の運用を行うウエリントン・
マネージメント・カンパニー・エルエルピーと、日本株式の運用を行ういちよしアセットマネジメントの2024年9月末時点の見通し
です。なお、見通しは今後予告なく変更される場合があります。

※世界不動産関連：「ウエリントン・グローバル・プロパティ・ファンド (JPY Sクラス－四半期配当 ヘッジなし）」
世界株式：「ウエリントン・グローバル・クオリティ・バリュー・ファンド（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし）」
日本株式「いちよし日本好配当株ファンド（適格機関投資家専用）」

※上記は過去の実績および将来の予測であり、将来の動向を示唆・保証するものではありません。
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※詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

基準価額の変動要因

 投資する有価証券等の値動きにより基準価額は変動します。したがって、投資元本は保証されて
いるものではなく、投資元本を割り込むことがあります。

 運用による損益は、全て投資者に帰属します。
 投資信託は預貯金や保険と異なります。
 ファンドへの投資には主に以下のリスクが想定されます。

※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。
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ファンドの主なリスク
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※お申込みメモの内容は、作成日時点のものであり、変更になることがありますのでご留意ください。
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※詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。お申込みメモ
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※詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。ファンドの費用

※実績報酬の詳細については、投資信託説明書（交付目論見書）等をご覧くださ
い。
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一般的な留意事項

 当資料は、東京海上アセットマネジメントが作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではあ

りません。お申込みに当たっては必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧の上、ご自身でご判断ください。投

資信託説明書（交付目論見書）は販売会社までご請求ください。

 当資料の内容は作成日時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。

 当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではあ

りません。当資料に掲載された図表等の内容は、将来の運用成果や市場環境の変動等を示唆・保証するものでは

ありません。

 投資信託は、値動きのある証券等（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります）に投資

しますので、基準価額は変動します。したがって、元本が保証されているものではありません。

 投資信託は金融機関の預金とは異なり元本が保証されているものではありません。委託会社の運用指図によっ

て信託財産に生じた利益および損失は、全て投資家に帰属します。

 投資信託は、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。

 投資信託は、預金および保険契約ではありません。また、預金保険や保険契約者保護機構の対象ではありません。

 登録金融機関から購入した投資信託は投資者保護基金の補償対象ではありません。
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■ お申込み、投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は ■ 設定・運用は

■当資料で使用した指数について

当資料で使用した各MSCI指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI社に帰属します。また、MSCI社は指数の
内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。MSCI社の許諾なしにインデックスの一部または全部を複製、頒
布、使用等することは禁じられています。MSCI社は当ファンドとは関係なく、当ファンドから生じるいかなる責任も負いません。


